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福祉教育研究会協議内容

社会福祉法人 大田原市社会福祉協議会

福祉教育育研究会について

趣旨。設置について

。すなわち、福祉教育を単なる児童生徒 |こ 対する教育活動
やボランテイアの育成事業などのポランテイアセンターの

担当業務として考えるのではなく、地域福祉を推進するた
勢に社会福祉協議会全体で協同じて取り組むべき重要な

事業であるとの認識を持つこと必要です。

・とちぎ福祉教育研究会は、「社協がなぜ、どのよう|こ して

福祉教育に取り組むのか」.

社協の取り組むべき福祉教育の理論や取り組み方法 |こ つ

いて議論し、よリー層効果的な事業を展開することのでき

るよう協議・検討することを目的として設置します。

福祉教育は、子どもや大人に提われずに地域住民に対して、地域
における福祉課題を協同して解決する力や、地域への愛着、住民同
士のつながりの大切さを育むものであり社会福祉協議会が使命と

する住民主体の地域福祉活動推進の原動力を創造するものといえ
ます。



昨年度の協議内容

☆「こどもたちに分かりやすい福祉教育動画」
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本年度の協議内容について

各市町社協の福祉教育について①

○真岡市社協
・体験型がメインであるが、当事者の高齢化により車いす体験が行えない。
・Z00Mで高齢者宅と学校をつなぎ、動けなしヽ高齢者との交流を図つた。

○上三川町社協
・夏体み期間に包括と共同で中高笠向|すのサマースクールを実施。
・ボランテイア活動をボランテイア分かた主導で体験してしゝる。

○那須烏山市社協
・高校生にプログラムを考えてもらい幼稚園との交流をしている。
・ハローアルソンの活動で市内各所 :こ歯プラシ回収BOXを設置、回収したものを高

校生と一緒に那須塩原市関回歯科に持参し、フイ:リ ピンに寄付している。
・当事者とめ関りが少ないことが課題である。
・事前学習の時間を十分に確保できてしヽなしヽ。

O高根沢町社協
・質問を投げかける形のプログラムになってしヽる。
・体験型のプログラムについては協力団体 |こ依頼し行つてもらっている。
・学校側の意図もあり、福祉教育が子供命調べ学習の一環 |こ なつてしヽる。
・福祉教育が単発でしかなく、その後の学習 |こ つながつてしヽるのか把握できなしヽ。



本年度の協議内容について

各市町社協の福祉教育について②

○足利市社協 小学1年生に対し災害についての講座を開催

→協力型のゲームを行つた。災害時には慌てないこと、協力しなければいけないことを体験

してもらう。

0小山市社協 体験型講座を実施しているが、ただ行うだけになつてしヽるような現状。

→宇都寓短期大学 宮脇氏より:担当の先生とまとめの結論 (ゴール)を決めておく必要があ

る。

○下野市社協 体験型福祉教育

Q:どんな課題がある?

体験型学習は技術講習にならないように工夫が必要。利用者と仲良くなることで共生社会
実現のきつかけになるかもしれない。

福祉教育が単発でしかな <、 その後の学習につながつているのか把握できない。

福祉教育をただ行うだけになってしヽるような現状。

本年度の協議内容について

福祉教育を実施してそのまま終わつてしまつている。

現行の福祉教育|よインプツトの段階にある。
本年度は「アウト>Ψ 卜颯見通し塵について考えた怒ヽ。

考えたことの発表の機会
アクシヨンを起こすきつかけ



本年度の協議内容について

“気づき"から“築き"へとつなげる

みなさんにお願いしたいこと

蜃:な夢黎弔鼈聰仄冬徒鸞誂悠蛉魏汐鼈魏瞑
ふくし共育に正解はありません。

子ども|こ 犠 づく"た機のヒントを与えられるようにサポートをお願いします。

例:(H∪ Gにて)高齢の人は歩<の幸くないかな?動物アレルギーの人|ま しヽなしヽかな?
などヒントを言つてみる
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儡巫餞晰鰺銹覺
ただ自分総考えを述べさせるので|まなく、相手がいる勢だとしヽう
ことを意識させて議ずてください。

僣」l障がしヽめある人をかわいそうを感じることを
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今後の大田原市社協のふくし共育の発展のために、皆さんの意見をお聞
かせくださbヽ 。



さいごに

これからのふくし教育

子どもたちが発表する場や、気づきを得られ
る場所を提供していきたい

ご提案

麒彦榜該不鶉攀鯰烙鼈扮鶉卜餡鼈参蝙躙褥鶯詭鑽
なぜふくし共育に地域の方の力が必要なのか、地域づくりとはなにか、など

翡彦蛯豊晰紗熔鼈顆諫膨鸞輻写巫榜褥仄魏餃

なにを伝えたいかが最重要
作つたブースに来てくれる人に、感じてもらいたいことを協議する

鑽鰺隋晰膨輻覺玲彦隋腋芍蝙輻餡

ようし|すればご検討下さい
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